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研修に参加して

　「言葉が通じるっていいな！」これが一番の感想である。多くのことを考え、リフレッシュし、また頑張るぞと言う元気をもらった研修であった。

参加者1,000人を越える全国大会には、所属も考え方も異なるPSWが集まるのだが、表現の仕方、言い方は異なっていても、根底にあるものは同じと言うのが、伝わり、全くの意見の違いも心地よいくらいであった。

今回は、永長が発表した。学会発表など出来る経験もないし、内容も優れているとはお世辞にも言えないことは重々承知している。が、協会が用意している、そのような者への体験の場を利用させてもらった。諸先輩からのアドバイス（座長のベテランPSWからは、発表前の昼食時からご指導いただいたとのことであったし、発表時にはいくつかの質問も受けた。）も本人の刺激、今後への意欲の向上につながったのではと考える。

２０代は基本、３０代は応用を加えて、４０代からは後進の指導をとの話があった。自分が指導者になりきっていないことを今更ながらに反省するとともに、若く経験のない者たちに、求めすぎていることはないだろうかともおもった。各部署のSW業務について、マニュアルや、課業整備を行わなければと感じた。

精神保健福祉の動向とソーシャルワークの課題

荒田　寛　（日本精神保健福祉士協会副会長　龍谷大学教授）

わが国の方向性

・新自由主義の影響

・１９８０年代の中曽根内閣の第２次臨調・行革路路線

・新自由主義（ネオリベラリズム）　

　　小さな政府　→　市町村、民間活力

　　自己責任論　→　社会問題を個人の問題と

　　市場原理主義　→　勝ち組と負け組み

新自由主義と社会福祉（介護保険制度の改正）

・社会福祉予算の削減と社会保険制度の導入

・規制緩和と民間サービスの導入　→　福祉依存体制の批判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要支援、要介護１が多くなった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護予防の考え方が中心に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　予防できなかった人が介護保険を使う

・クライアンティズム　→　人権擁護の考えなしには低品質になってしまう

・ワークフエアーの導入　→　ウエルフェアからワークフェア（課せられた労働をこなすことを前提に）

　　　　　　　　　　　　　　ニューヨークでは生保額を減らした（不登校の親には出さない等）

　　　　　　　　　　　　　　ワークプログラムは貧困者のプライドを傷つけるだけ

　　　　　　　　　　　　　　働かざるもの食うべからず…

障害者自立支援法　　財政削減、弱者･障害者に厳しい

・評価の視点

1 ３障害施策の統合

2 市町村を中心にしたサービスの展開

3 精神障害者福祉の確立

4 社会福祉施設体系の一本化を目指す

・問題点

1 国としての社会福祉実践の責任転嫁

2 応益負担制度（受益者負担） と家族の負担　　→具体的な示しがないまま言われている

3 自立の考え方　→　周囲との適切な関係を保ちながらその火となりの自立があるはず　　　　　　　　　　

4 負担の公平化の根拠　

精神保健福祉の動向

1 精神保健福祉改革ビジョンの方向性と限界

2 脱施設化の方向性

3 ICF(国際生活機能分類)の採用

4 ケアマネジメントの導入

5 精神保健福祉士への期待　→経験の蓄積、権利擁護機能の構築

視点１　クライエントを理解する

1 社会的文脈性　人間関係･社会関係の経験の重視

2 クライエントの人生に軸をおいて考える　→　一人一人の思いは違う。理解を深める。

3 生活者としての生き方を尊重

4 健康な側面の理解

5 援助を受ける感情に関心を持つ

6 支援する者の姿勢や感情も影響　→　こちらの価値観で一方的に見てはならない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喪失体験を受容するところから一緒に考えていく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PSWの感情が援助関係に大きな影響を与える

視点２　生活者として尊重する視点

1 バイスティックの定義と力動的相互関係

2 生活の主体者

3 「いま」「ここ」が認識の基点

4 独自のライフスタイルの獲得の保障

5 生活の知恵や経験を学びあう

6 人と状況の全体性

→　個人にふさわしく

　　生活支援の目的－生活の実現

　　ともに支えあう関係、クライエントから選ばれる関係

　　医療や福祉は社会で暮らすための資源

視点３　自己決定の尊重

1 自ら生活課題に取り組むと言う事

2 信頼関係の深化

3 情報の共有化

4 サービス内容の点検

5 個別性の尊重

6 人間関係・生活場面の拡大

7 チームアプローチの中心にクライエントが存在する事

8 社会福祉制度の改革と社会資源の開発

→　入退院･服薬は医師の仕事としてしまっていないか

　　相談環境をきちんと作っていなかったのでは？

今後のソーシャルワークの課題

1 インフォーマルな支援組織の拡大

2 新しい支援方法の検討

3 バリアフリーからユニバーサルデザインへ

4 マイノリティが尊重される文化の創造

5 安心して暮らす街（地域）作り

6 自己点検の深化を目指して

7 エンパワーメント･アプローチの展開

8 当事者との連帯を目指して

考察：内容の広く深い講義であった。新法や経済状況の理解と対応が求められるのは、いうまでもないことだが、その中でPSWは何をするのかを再確認しなければと感じた。

　国家資格は社会支援をより適切に行う立場であるはずなのに、本当に資格にふさわしい行動をとっているのか、アイデンティティの確立や、日常の仕事の再確認の必要性が身にしみた。

　

分科会　「新人精神保健福祉士の置かれた状況と課題を考える」

1 精神科病院の運営方針とともに変化するPSW業務　　　　　　　　　　　　加藤瑞枝（相模ヶ丘病院）

　入院期間の短縮　

　外来部門の充実　

　機能分化　

　チーム医療

　説明責任

　※専門性未確立の新人ＰＳＷには厳しい現場である。

②　ＰＳＷのローテーション研修から学ぶこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永長記史

③　共同作業所の立ち上げ、就職2年目で見えてきたこと　　　　　　　　　堂免あすか（なごみ作業所）

　　利用者とともに成長する過程がある

④　エンパワメントを引き出すＰＳＷのかかわり　　　　　　　　　　　佐々木美希（すがのクリニック）

　　利用者個々とのかかわりの重要性

考察

新人ＰＳＷの分科会であり、発表の内容はどれも決して、「すばらしい」と言えるものではなかったが、それぞれの「頑張り」がよく伝わってくる内容であった。が、頑張りが伝わる一方で所属法人等の様子が垣間見え、新人ＰＳＷ教育への熱心さを感じた。「営業」と言う言葉を使うＰＳＷには先輩がいるとのことだったが、もう少し、世話を焼けばいいのにと思ったし、保護者として医師がついてきているＰＳＷの発表からは、期待され、大事に育てられている様子が伝わってきた。

育てなければ、手をかけなければ育たないのは、当然と思った。

ＰＳＷ仕事のやりがいを感じる研修会だった。

















































